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①研究課題名 日本産科婦人科学会周産期委員会 周産期登録事業および登録情

報に基づく研究 

②対象者及び対象期間、過去の研究課題名と研究責任者 

２００１年以降、当施設で分娩となった全症例が対象です。 

研究責任者：日本産科婦人科学会周産期委員会 委員長 海野信也 

③概要 

当院では個々の患者さんの分娩時のデータを集積するとともに集計および分析を行い、今後のより

よい妊娠・分娩管理に役立てるようにしております。また、これらのデータの一部は、わが国の産

婦人科医の集まりである公益社団法人日本産科婦人科学会という学術団体が実施している全国規

模の集計ならびに分析の基礎データとして提供され、集計されたデータは学術研究を目的として統

計解析などに広く利用されます。 

④申請番号          2015-1553（承認番号） 

⑤研究の目的・意義 本研究の目的は、①当施設の地域周産期基幹病院としての使命とし

て本邦の周産期関連情報データベースに参加し、もって学術的側面

から周産期学の発展に寄与すること、②登録参加施設となることを

通じて、本データベースを用いて学会あるいは他の研究者から報告

される新たな知見を当施設における臨床研究および疫学的解析に

役立てること、などです。 

⑥研究期間 倫理審査委員会承認日から２０２４年１２月３１日まで 

⑦情報の利用目的及び利用

方法（他の機関へ提供される

場合はその方法を含む。） 

電子カルテに保存されている下記の項目についてデータを収集し

電子データとして集計・匿名化処理された後、ハードコピーのか

たちで主たる研究機関へ郵送されます。研究の成果は、学会や専

門誌などの発表に使用される場合がありますが、名前など個人が

特定できるような情報が公表されることはありません。 

⑧利用または提供する情報

の項目 

・母体搬送例 ・妊娠回数と分娩回数 ・分娩時母体年齢 ・不

妊治療例 ・分娩胎位 ・分娩方法  ・帝王切開率 ・分娩週

数 ・出産体重 ・児性別 ・アプガール値 ・分娩時出血

量 ・誘発促進分娩の有無 ・分娩時 CTG 異常の有無と異常の

種類 ・母体疾患の内訳 ・妊娠合併症の内訳 ・母体死亡の内

訳 ・単胎・多胎の頻度 ・児の主要臨床死因別統計 ・登録施

設別周産期統計（出産数，死産数，生産数，早期新生児死亡数，

死産率，早期新生児死亡率，周産期死亡数，周産期死亡比，周産

期死亡率，剖検数，剖検率） 

⑨利用の範囲 日本産科婦人科学会周産期委員会 



○10 試料・情報の管理について

責任を有する者 

新潟大学医歯学総合病院 総合周産期母子医療センター 教授 

西島浩二 

日本産科婦人科学会周産期委員会 委員長 海野信也 

○11 お問い合わせ先 新潟大学医歯学総合病院総合周産期母子医療センター 

TEL：０２５-２２７-０５６１ 

E-mail: kojigyne@med.niigata-u.ac.jp 

 

 


